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は
じ
め
に

今
回
の
調
査
地
で
あ
る
和
田
遺
跡
は
和
歌
山
市

南
東
部
に
位
置
し
ま
す
。
調
査
地
の
北
側
に
は
弥

生
時
代
を
中
心
と
す
る
神こ
う

前ざ
き

遺
跡
や
井い
ん
べ辺
遺
跡
が

あ
り
、
そ
の
東
側
の
丘
陵
上
に
は
井い
ん
べ
ま
え
や
ま

辺
前
山
古
墳

群
が
所
在
し
ま
す
。
西
側
に
は
和
田
古
墳
群
や
坂

田
遺
跡
が
あ
り
、
坂
田
遺
跡
の
南
側
に
隣
接
し
て

和
歌
山
唯
一
の
陵
墓
が
あ
る
竈か
ま

山や
ま

神
社
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
調
査
地
周
辺
は
、
律
令
時
代
の
土
地
区

画
で
あ
る
河か

南な
ん

条じ
ょ
う

里り

の
地
割
が
良
好
に
残
り
、
古

く
か
ら
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
地
域
で
す
。

和
田
遺
跡
の
北
側
に
は
和
歌
山
市
の
山
東
地
区

よ
り
和
田
川
が
西
流
し
、
遺
跡
の
北
限
と
な
り
ま

す
。
遺
跡
の
範
囲
は
南
北
約
5
0
0
m
、
東
西

3
0
0
m
を
測
り
、
遺
跡
の
中
央
に
は
南
北
方

向
に
和
田
盆
地
を
灌
漑
す
る
宮
井
用
水
が
流
れ
て

い
ま
す
。

和
田
遺
跡
で
は
平
成
9
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
鎌
倉
時
代
頃
の
水
田
跡
と
推
測
さ
れ
る
痕
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
調
査
は
行

わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
調
査
は
秋
月
海
南
線
道
路
改
良
工
事
に

伴
い
、
平
成
24
年
11
月
か
ら
平
成
25
年
2
月
に
か

け
て
約
1
5
0
0
㎡
の
発
掘
調
査
を
行
ま
し
た
。

遺
構
を
検
出
で
き
た
の
は
2
面
で
、
主
に
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
を
中
心
と
し
た
遺
構
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
遺
構
面 

第
1
面
で
は
、
調
査
区
北
西
部
で
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
木
枠
の
井
戸
（
遺

構
0
0
1
）
を
検
出
し
ま
し
た
。
木
枠
の
井
戸

は
四
隅
に
杭
を
打
ち
四
面
に
板
材
を
入
れ
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
井
戸
の
中
に
は
約
30
㎝
大

の
石
が
複
数
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り
除
く
と

和
田
遺
跡
の
発
掘
調
査

特
集

調査位置図（S ＝ 1/5,000） 遺跡位置図（S ＝ 1/50,000）
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白
い
石
を
入
れ
た
土は

師じ

器き

の
皿
が
出
土
し
ま
し
た
。

井
戸
を
廃
絶
す
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
祭さ
い

祀し

の

た
め
に
石
を
入
れ
た
土
器
を
埋
設
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
区
中
央
で
は
複
数
の
土
坑
を
検
出
し
ま
し

た
。
土ど

坑こ
う

（
遺
構
0
0
5
・
0
1
1
）
か
ら
は

古
墳
時
代
中
期
〜
後
期
に
か
け
て
の
土
師
器
の
甕か
め

や
高た
か

杯つ
き

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

調
査
区
中
央
東
に
は
直
径
約
2.4
m
の
大
規
模

な
素
掘
り
の
井
戸
（
遺
構
0
1
8
）
が
検
出
さ
れ
、

出
土
遺
物
か
ら
弥
生
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
調
査
区
南
で
は
古
墳
時
代
中
期
の
溝
状
の
遺

構
（
遺
構
0
3
2
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
遺
構

は
南
側
に
向
い
傾
斜
し
調
査
区
外
に
広
が
り
ま
す
。

溝
状
遺
構
か
ら
は
多
く
の
土
器
と
約
15
㎝
大
の
石

が
集
積
し
た
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。

遺
物
は
、
臼う
す

玉だ
ま

や
鏡
の
模
造
品
と
考
え
ら
れ

る
有ゆ
う

孔こ
う

円え
ん

盤ば
ん

、
須す

恵え

器き

の
杯つ
き

な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

遺構 001（井戸）

遺構 011（土坑）



4

第
２
遺
構
面

第
2
面
で
は
、
土
坑
や
複
数
の
ピ
ッ
ト
、
落
ち

込
み
状
遺
構
を
検
出
し
ま
し
た
。

調
査
区
中
央
で
検
出
し
た
土
坑
（
遺
構

2
0
9
）
は
約
60
㎝
の
楕
円
形
で
弥
生
時
代
中
期

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
調
査
区

北
西
か
ら
南
側
に
か
け
て
検
出
し
た
落
ち
込
み
状

遺
構
（
遺
構
2
0
5
）
は
、
肩
部
分
か
ら
多
く

の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
物
は
弥
生
時
代
中

期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
も
の
が
見
ら
れ
、
砥と

石い
し

や
小
型
の
石せ
き

斧ふ

な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

今
回
の
調
査
で
は
弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
平

安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
文
献
資
料
か
ら
調
査
地
周
辺
で
は

古
く
か
ら
水
田
が
営
ま
れ
、
古
墳
時
代
に
起
源
を

も
つ
宮
井
用
水
が
、
中
世
の
時
期
に
整
備
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
9
年
の
調

査
に
お
い
て
も
水
田
跡
と
推
定
さ
れ
る
痕
跡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
水
田
跡
の
植
物

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
を
多
数
確
認
し
た
こ

と
で
、
調
査
地
周
辺
が
古
く
か
ら
水
田
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
調

遺構 018（素掘りの井戸）

遺構 032（溝状遺構）
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査
地
中
央
か
ら
西
側
で
検
出
し
た
落
ち
込
み
状
遺

構
の
堆た
い

積せ
き

状
況
か
ら
、
長
く
湿
地
の
よ
う
な
状
態

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
弥
生
時

代
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
調
査
地
西

側
付
近
は
宮
井
用
水
が
造
ら
れ
る
古
墳
時
代
以

前
よ
り
水
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

水
田
を
営
む
上
で
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

和
田
遺
跡
は
今
ま
で
に
広
範
囲
の
調
査
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
遺
跡
の
様
相
が
不
明
確
で
し
た
が
、

今
回
の
調
査
に
よ
り
調
査
地
東
側
に
は
微
高
地
が

広
が
り
、
弥
生
時
代
に
は
人
々
が
生
活
を
営
ん
で

い
た
と
推
測
さ
れ
る
貴
重
な
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

（
津
村　

か
お
り
）

上：調査区全景（北東から）
中央左：有孔円盤
中央中：𦥑玉
中央右：小型石斧
下左：遺構 205（落ち込み状遺構）
下右：遺構 205（砥石出土状況）
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道
成
寺
の
仏
像
と
年
輪
年
代

―
奈
良
時
代
八
世
紀
後
半
の
　
　

釈
迦
如
来
手
首
発
見
―

道
成
寺
本
殿
千
手
観
音
立
像
、
宝
仏
殿
国
宝
千

手
観
音
立
像
の
前
で
、
私
達
人
間
は
、
千
年
以

上
、
苦
悩
か
ら
の
解
放
を
願
っ
て
祈
っ
て
き
ま
し

た
。
千
手
観
音
は
、
千
の
眼
で
人
間
の
苦
悩
を
見
、

千
の
手
で
人
間
の
苦
悩
を
救
う
仏
で
す
。
道
成
寺

は
、
寺
伝
で
は
「
文
武
天
皇
勅
願
の
寺
」
と
い
わ

れ
、
県
内
で
現
存
す
る
最
古
の
寺
院
で
白
鳳
時
代

の
創
建
以
来
、
千
古
の
歴
史
を
歩
み
続
け
て
き
た

歴
史
あ
る
寺
院
で
す
。
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
は

国
史
跡
の
答
申
も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
道
成
寺

に
は
創
建
の
話
と
し
て
宮
子
姫
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

道
成
寺
の
歴
史
は
、
文
献
資
料
が
な
い
た
め
、
考

古
資
料
・
文
化
財
建
造
物
・
仏
像
・
民
俗
・
伝
承

な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
文
化

財
建
造
物
、
考
古
学
の
二
分
野
か
ら
歴
史
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
道
成
寺
は
、
八
世
紀

初
頭
の
仏
堂
、
八
世
紀
後
半
の
一
塔
と
金
堂
、
講

堂
を
持
つ
観
世
音
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
整
え
、
複

廊
の
回
廊

を
持
つ
こ

と
、
本
堂

に
は
北
向

き
、
南
向

き
の
千
手

観
音
立
像

が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
年
輪
年
代
測
定
を
光
谷
拓
実
先
生
に
依
頼

し
た
結
果
、
県
指
定
の
釈
迦
如
来
坐
像
の
両
手
首

は
、
左
手
首
の
上
限
が
七
二
一
年
＋
α
、
右
手
首

の
上
限
が
七
二
二
年
＋
α
で
、
展
示
ケ
ー
ス
の
両

手
首
は
、
左
手
首
が
一
一
六
九
年
＋
α
、
右
手
首

が
一
一
六
三
年
＋
α
と
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

仏
像
研
究
の
長
田
寛
康
先
生
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

釈
迦
如
来
坐
像
に
付
い
て
い
る
両
手
首
は
、
奈
良

時
代
後
半
の
様
式
・
技
法
で
あ
る
こ
と
、
展
示

ケ
ー
ス
の
両
手
首
は
鎌
倉
時
代
で
、
本
来
の
釈
迦

如
来
坐
像
の
両
手
首
で
あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。

奈
良
時
代
後
半
の
観
世
音
寺
式
の
伽
藍
の
金
堂
に
、

こ
の
両
手
首
が
つ
い
た
釈
迦
如
来
が
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
伽
藍
配
置
は
鎮
護
国
家
の
寺
院
で
、
全

国
で
は
東
西
南
北
の
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点

に
配
置
さ
れ

ま
す
。
道
成

寺
の
宮
子
姫

伝
説
が
本
当

で
あ
っ
た
と

思
わ
せ
る
発

見
で
す
。
学

際
的
な
総
合

研
究
に
よ
り
、

極
め
て
短
期

間
に
後
世
へ

語
り
継
が
れ

る
よ
う
な
道

成
寺
の
価
値

が
上
が
る
大

発
見
が
出
来

ま
し
た
。

（
渋
谷
高
秀
）

文

化

財

建

造

物

課 
 
 
 
 

　

短

信

展示ケースの両手首

11 月 23 日講演会「道成寺の謎に迫る」  
左より、光谷拓実先生、長田寛康先生、菅原正明先生、佐藤正知文化庁主任調査官、小野俊成住職。
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古
建
築
修
理
の
逸
話 

④　
桧
皮
葺
き

7

熊
野
本
宮
大
社
で
は
今
年
度
、
神し
ん

門も
ん

や
神し
ん

饌せ
ん

所し
ょ

の
屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
進

め
て
来
ま
し
た
。
先
日
、
神
門
の
修
理
現
場
の
一
般
公
開
を
開
催
し
、
伝
統
工

法
の
一
つ
で
あ
る
桧ひ

わ

皮だ

葺ぶ

き
の
屋
根
や
作
業
風
景
を
間
近
に
見
て
貰
う
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
表
題
か
ら
少
し
離
れ
ま
す
が
、

公
開
時
に
受
け
た
質
問
に
沿
う
形
で
桧
皮
葺
き
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

Ⅰ
桧
皮
屋
根
の
寿
命
は
ど
の
位
？
→
40
年
前
後
、
環
境
の
違
い
で
差
あ
り
。

Ⅱ
皮
を
剥む

か
れ
た
桧
は
枯
れ
る
？
→
成
長
を
妨
げ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
を
剥
く
。

Ⅲ
一
度
剥
い
た
ら
終
わ
り
？
→
8
年
位
で
皮
が
再
生
す
る
と
ま
た
剥
け
る
。

Ⅳ
屋
根
の
厚
み
は
？
→
９
セ
ン
チ
程
度
、
軒
先
の
厚
み
と
同
じ
で
は
な
い
。

Ⅴ
桧
皮
を
水
に
濡
ら
し
て
葺
い
て
い
る
が
？
→
濡
ら
し
た
方
が
桧
皮
を
並
べ

た
り
、
竹
釘
で
止
め
て
い
く
作
業
を
効
率
的
に
行
え
る
。

Ⅵ
樹
皮
の
内
側
を
表
に
す
る
の
は
な
ぜ
？
→
①
剥
い
た
樹
皮
を
葺
き
材
に
調

整
す
る
過
程
で
主
に
外
側
を
加
工
す
る
た
め
、
繊
維
が
荒
れ
て
し
ま
う
。

　

②
産
地
に
よ
る
色
味
の
バ
ラ
ツ
キ
は
外
側
よ
り
内
側
の
方
が
小
さ
い
た
め
、

葺
き
上
が
っ
た
屋
根
の
姿
が
き
れ
い
に
見
え
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
も
、
桧
皮
の
産
地
や
供
給

量
、
全
国
の
職
人
の
数
や
一
日
の
作
業

量
、
修
理
の
考
え
方
な
ど
、
素
朴
な
疑

問
か
ら
専
門
的
な
質
問
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。
精
い
っ
ぱ
い
わ
か
り
易
く
回

答
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
伝

わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
職
人
の
竹

釘
を
打
ち
込
む
音
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
様
に
現

場
に
響
き
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

（
下
津 

健
太
朗
）

こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
今
、戸
外
で
は
「
黄
砂
」
と
「
Ｐ
Ｍ
２
・５
」
と
「
ス

ギ
花
粉
」
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
飛
散
（
悲
惨
）
三
兄

弟
と
言
う
ら
し
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
大
気
中
を
飛
散
す
る
も
の
と
し
て
は
ほ
か
に
火
山
灰
が
あ
り
ま
す
。

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
火
山
灰
と
考
古
学
は
関
係
が
深

い
で
す
よ
。
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
と
か
姶あ

い
ら良
Ｔ
ｎ
テ
フ
ラ
と
呼
ば
れ
る
火
山

灰
は
発
掘
の
上
で
鍵
層
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

な
か
で
も
関
東
ロ
ー
ム
層
と
旧
石
器
の
話
し
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

関
東
ロ
ー
ム
層
と
い
う
の
は
、
富
士
山
や
浅
間
山
な
ど
の
関
東
周
縁
の
諸
火
山

の
噴
火
に
よ
る
堆
積
物
で
す
が
、
こ
の
火
山
灰
の
堆
積
が
す
す
む
頃
に
は
、
日

本
列
島
に
は
人
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
日
本
に
は
旧
石
器
時
代
が
存

在
し
な
い
と
い
う
の
が
長
い
間
の
定
説
で
し
た
。

そ
れ
を
覆
し
た
の
は
、
戦
後
間
も
な
く
群
馬
の
田
舎
で
、
納
豆
な
ど
の
行
商

を
し
な
が
ら
独
学
で
考
古
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
た
ひ
と
り
の
青
年
、
相
沢
忠

洋
氏
の
発
見
で
し
た
。
昭
和
24
年
、氏
は
岩
宿
（
現
群
馬
県
み
ど
り
市
笠
懸
町
）

の
切
り
通
し
断
面
に
露
頭
し
て
い
た
関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
か
ら
ま
ぎ
れ
も
な
い

旧
石
器
・
槍
先
形
石
器
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
否
定
さ
れ
て
き
た
日

本
の
旧
石
器
時
代
の
存
在
を
証
明
し
た
瞬
間
で
し
た
。
岩
宿
遺
跡
の
発
見
。
以

後
、
明
治
大
学
に
よ
る
精
力
的
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
旧
石

器
研
究
の
嚆
矢
を
な
す
も
の
で
す
。
ま
こ
と
に
い
つ
の
時
代
も
常
識
を
打
ち
破

る
の
は
、
名
も
無
き
若
者
の
情
熱
で
す
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
気
が
か
り
で
す
ね
。
日
本
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
画
家
・
梅
原
龍
三
郎
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
「
北
京

秋
天
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
大
陸
の
き
れ
い
に
澄
ん
だ
空
気
が
画
布
か

ら
流
れ
出
て
く
る
よ
う
な
佳
品
で
す
。

も
し
今
、
画
伯
が
北
京
の
街
を
描
い
た
な
ら
き
っ
と
画
題
は
少
し
違
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
ね
。
曰
く「
北
京
愁
天
」

｜
｜

。　
　
　
　
　
　
（
村
田　

弘
）

発
掘
屋
余
話 

⑳
　
同
音
異
語

修理現場公開時の様子
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●春期企画展「海の考古学 ―海人と古代豪族―」	 2013年  3月23日（土）〜  6月23日（日）　

 和歌山県立博物館

●企画展「文化財受難の時代 —いかに守るか—」	 2013年  3月  9日（土）〜  4月21日（日）

●特別展「桑山玉州のアトリエ —紀州三大文人画家の一人、その制作現場に迫る—」

		  2013年  4月27日（土）〜  6月  2日（日）

●企画展「大工の仕事」		  2013年  6月  8日（土）〜  7月15日（月）

和歌山市立博物館

●特別陳列「博物館へ花見に行こう」		  2013年  4月20日（土）〜  6月  2日（日）

 高野山霊宝館

●春期企画展「悠久の美 —高野山の金工品」		  2013年  4月27日（土）〜  7月  7日（日）


